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ア
、y

パ
ー
ス
朝
時
代
エ

ジ
。
フ
ト
に
お
け
る

土
地
の
貸
借
契
約
に
つ
い
て

ア
ラ
ビ
ア
語
の
パ
ピ
ル
ス
文
書
の
う
ち
に
は
、
初
期
イ
ス
ラ
l
ム

の
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
財
政
お
よ
び
経
済
史
に
闘
し
て
、
史
書
で
は

う
か
が
う
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
貴
重
な
資
料
が
含
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
は
一
群
の
土
地
貸
借
契
約
文
書
で
あ
り
、
つ
い
で
税

の
請
負
契
約
に
闘
す
る
文
書
が
あ
る
。

し
か
も
こ
の
雨
者
の
文
書
類

は
相
互
に
閥
連
性
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
主
と
し
て
パ

ピ
ル
ス
事
者
の

〉

-
O
H
o
r自
白
ロ
ロ
の
す
ぐ
れ
た
解
讃
に
よ

っ
て、

そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
文
書
内
容
の
解
揮
に
つ

い
て
は
か
な
り
疑
問
貼
も
多
い
。
そ
こ
で
本
小
論
で
は
、

と
く
に
土

地
の
貸
借
文
書
を
改
め
て
類
別
再
検
討
し
、
こ
れ
ら
が
税
制
史
に
閥

す
る
重
要
な
示
唆
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
述
べ
た
い
。
な
お
本
稿
で

清

水

誠

用
い
る
主
要
テ
キ
ス
ト
の
略
稽
は
次
の
通
り
と
す
る
。
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か
く
と
し
て
、
貸
借
行
局
そ
の
も
の
は
イ
ス
ラ
l
ム
時
代
に
な

っ
て

か
ら
も
、
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
に
引
き
績
い
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
致
想

さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

ア
ッ
パ
ー
ス
朝
以
前
に

つ
い
て
ア
ラ
ビ
ア
語
の
借

地
契
約
文
書
が
護
見
さ
れ
て
い
な
い

の
は
、
質
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と

で
あ

っ
て、

で
す
ら
、

エ
ジ
プ
ト
の
首
府
の
フ
ス
タ
ー
ト
巳
匂

5
仲
間
刊
の
役
所

ア
ラ
ビ
ア
語
が
公
用
語
に
な

っ
た
の
は
回
暦
八
七
年
(
七

O
五

|
O
六
)
で
あ
り
(阿
古
告
∞
O

一
恒
三
己
目
∞
一
司
mHr即日

5
3
、

そ
の
後
に
お
い
て
も
地
方
な
ど
に
通
達
さ
れ
る
文
書
は
ギ
リ
シ
ア
語

を
併
用
し
て
レ
る
し
(
例

M
Y
〉
明
，
口
。。D

W 

て0. 
H
O
U

〉同
M

一何
回
、
ロ
。

5
0・
5
C、
ア
ッ
パ

ー
ス
朝
に
入

っ
て
か
ら
で
も
、

あ
る
地
方
で

告
示
を
行
な
う
の
に

ア
ラ
ビ
ア
翠問、

ギ
リ
シ
ア
語

コ
プ
ト
詰
問
の

三
つ
を
併
記
し
て
い
る
場
合
が
あ
る

上、

い
わ
ゆ
る
パ

ピ
ル
ス
文
書
の
輩
見
地
が
、
後
世
に
ま
で
コ
プ
ト

(〉
H
M

何
戸
口
。
]5、引
)。

そ
の

色
を
強
く
残
し
た
上
エ
ジ
プ
ト
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て

レ
る
と
い
う
事
情

も
、
ア
ッ
パ

ー
ス
朝
以
前
で
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
借
地
契
約
文
書
が
設

見
さ
れ
て
い
な
い
理
由
の
一
端
と
な

っ
て
レ
る
。

さ
て

ア
ッ
パ
ー
ス
朝
か
ら
フ
ァ

l
テ
マ
朝
勃
興
ま
で
約
二
百
年

徐
り
の
聞
の
借
地
契
約
文
書
お
よ
び
そ
の
閥
連
文
書
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
も
の
は
五

O
鮎
近
く
あ
り
、
そ
の
大
半
は
「
貸
す
」

と
い
う

動
詞
に
曲
目
内
匹

、が
用
い
ら
れ
て
い
る

E
b
v
文
書
で
あ
る
。

--、、，-

ふ
''
J
j

残
念
な
が
ら
そ
の
全
部
が
刊
行
さ
れ
て
レ
る
わ
け
で
な
く
、

部
し

か
見
ら
れ
な
い
が
、

一
醸
の
見
嘗
は
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ

で
ま
ず
]
己
円匂
文
書
を
取
り
上
げ
る
と
し
て
、
そ
の
具
櫨
的
内
容
を

検
討
す
る
前
に
と
り
あ
え
ず
見
本
例
を
紹
介
し
た
い
。

例
一
一

E
w一mm，ロ
os。
(
一
七
九
年

Eg-r月
l
仏
ロ
ャ
ρ
由
£
但

月
/
七
九
五
年
十
一
月
二
O
日
l
七
九
六
年
二
月
十
四
日
)

同
H
1内
田

mw
げ

で

同巾円同門回同ロ

門町ロ
昨
小
委
恒
三
巾
σ
大
安

を

28一

hコ
Cコ

ω
H
¥
ω
 

N 
Cコ

トー

Cコ

国担
当仲白・

国
担
割
品
同
の
住
民
の
切
白
r
H

ゲ
・
冨
同
}
い
目
。
仏

の
た
め

汝
の
土
地
の
徐
り
よ

〔
り
:
::〕

慈
愛
あ
ま
ね
き
一
珊
の
御
名
に
お
い
て

」
れ
は
線
督

J

へ与
ubσ
・
宮
U
回同

|
|
紳
の
加
護
あ
ら
ん
こ
と

を
ー
ー
ー
の

丘
匂
m
q
u
b
B
牒

p
fと
お
よ
び
そ
の
全
徴
税
匿
の

租
税
(
官
H
U
M
む
を
措
嘗
す
る
徴
税
官

(
ぷ
S
F戸〉
(己
同
日
山
口
ゲ
・

J

円
自
伝

よ
り
、

国
但
司
船
白

の
住
民

切但
W
H
r
・

y
p庁

-
5
0仏
'̂-
の

文
書
で
あ
る
。
げ
に
余
は
汝
が
み
ず
か
ら
引
き
受
け
る
こ
と
を
申

し
出
た

国
但
毛
町山内
H

の
土
地
の
う
ち
の
汝
の
土
地
の
絵
り
、
す
な



わ
ち
良
質
の
土
地

N
O
F
E
F
を
、
己
主
缶
ロ
に
つ
き
H

内出口町

の
計
算
に
よ
る
完
全
重
量
の
包
仏
間
ロ
創
刊
で
、
こ
れ
を
園
庫
守
恒
三

白】
'EMF-)
の
牧
入
と
し
て
汝
に
貸
す
。
汝
は
こ
れ
を
一
七
九
年
度

の
地
租
(
廿
常
必
)

梯
期
(
刊
号
巴
)

に
闘
す
る
ム
ス
リ
ム

〔
政
府
〕
の
分
割
支

の
う
ち
、

汝
に
定
め
ら
れ
た
賦
梯
月
ご
と
に

(
ヨ
ロ
ロ
乱
脈
L
E
E
S
)
支
排
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

類
似
文
書
例

υEw一刀司出。

8
∞
円
(
一

八
O
/
七
九
六
年
、

曲目明白可一司
D
H
U
-
ω
o
F仏門同町山口)

こ
の
文
書
は
日
附
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
は
ず
の
最
後
の
部
分
が
飲

け
て
い
る
が
、
綿
督
ペ
与
も
げ
・
富
む
印
聞
と
い
う
の
は
、
一
七
九

年

E
B包
宮
月
に
総
督
に
任
命
さ
れ
た
父
の

呂
田
白
山

σ・円円凹叫
に

代
わ
っ
て
一
足
先
き
に
着
任
し
(
同
月
三
日
)
、
父
が
到
着
し
た
仏
己

【
山
田
£
同
月
ま
で
約
三
カ
月
間
、

総
督
-
代
理
を
し
た
人
物
で
あ
る

(
問
自
岳
民
ω
u
叶
品
比
日
比
三
日
ロ

b
g。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
書

の
日
附
は
西
暦
で
は
七
九
五
年
十
一
月
下
旬
か
ら
七
九
六
年
二
月
牢

ば
ま
で
と
な
る
。
場
所
は
巳
匂
伊
ミ
ーロヨ

廓
で
、
貸
主
は
総
督
か
ら

波
遣
さ
れ
て
い
る
そ
の
牒
の
徴
税
官
、
借
地
人
は
同
豚
内
の
一
住
民

で
あ
る
。
貸
奥
さ
れ
る
土
地
の
「
汝
の
土
地
の
徐
り
」

(
P仏
己

RI

自143

岳
}
門
担
〉
は
具
盤
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
。

い
ず
れ
に

し
で
も
、
貸
主
は
そ
の
土
地
包
フ

ム
ッ
ダ
l
ン
ハ
F
E凶ロ
V

を
包
デ

ィ

l
ナ

l
ル

(岳
匙
る
で
、
率
に
し
て
フ
エ
ッ
ダ
l
ン
首
り
H

デ
ィ

ー
ナ

l
ル
で
貸
す
。
こ
の
包
デ
ィ
l
ナ

l
ル
は

5
1
巳

EMF-
の
枚

入
と
な
る
も
の
で
、
借
地
人
は
こ
れ
を
分
割
梯
い
で
支
梯
う
の
で
あ

る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
現
金
の
ほ
か
に
、
現
物
附
加
租
と
し
て
呂
ア
ル

デ
ブ
公
正
由
σ
H
F
L担
げ
ゲ
)
の
小
委

J

と

ω
次
ア
ル
デ
ブ
の
大
安
を
納

め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
類
似
文
書
旬
開
対
句
口
。
8
守
で
は
、
こ
れ
は

「
フ
ェ

ッ
ダ
l
ン
首
り
試
ア
ル
デ

ム白
H
円
ゲ
同
と
呼
ば
れ
、

そ
の
率
の

ブ
小
委
、
次
ア
ル
デ
ブ
大
安
」
と
い
う
語
句
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

例
二
日
〉
苫
μ
戸
ロ
。
H

凶
①

(
一
八
二
年

同
山
口
「
宮
内
仏
印

-29 

月
/
七

九
八
年
十
二
月
十
四
日
l
七
九
九
年
一
月
十
二
日
)

慈
愛
あ
ま
ね
き
紳
の
御
名
に
お
い
て

こ
れ
は
信
徒
の
長
の

目
白
宅
百
(
家
臣
〉

に
し
て
線
督

包

r
q同

σ・同日

13企
|
|
榊
の
守
護
あ
ら
ん
こ
と
を
ー
ー

の
低

d
r
M
E

牒
に
お
け
る
徴
税
官
〉

E
Jへ
阻
止
包
門

〕
よ
り

と
'伺

5
ミ
ロ

ず
・
〉
ロ
曲
目

へ
の
文
書
で
あ
る
。

げ
に
余
は
汝
が
耕
作
す
る
よ
う

前
梯
い
(
印
但
]
担
問
)
と
い
う
僚
件
で

J

可同四円
H
L
仙
一
ロ
〔
の
土
地
〕

を

斗
仏
同
ロ
劃
吋

で
汝
に
貸
す
。

一
八

一
年
度
に
つ
い
て
は
、

そ
の
年
度

の
地
租
を
一
八
二
年
度
の
地
租
と
と
も
に
綿
督
|
|
紳
の
加
護
あ
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ら
ん
こ
と
を
ー
ー
ー
の
定
め
る
分
割
(
冨
毛
色
J

U
怖
い
U

に
従

っ
て
掛
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
低

C
山ヨロロ

の
時
期

鯨
の
す
べ

て
の
住
民
に
謀
せ
ら
れ
て
い
る
例
に
倣

っ
て
、
汝
は
一
八
二
年
度

の
現
物
附
加
租

2
R
Pと
を
支
排
う
義
務
が
あ
る
。
敬
具
。

一
八
二
年

官

ヶ
宮
門
合
月
書
す
。

同巾
円日仏山口

A

九回
目
コ
間
同

、3

、a

類
似
文
書
例
υ

〉
H

1

E

L

R

3

(

一
七
八
年

H
S戸白色山口

六
日
/
七
九
四
年
十
二
月
四
日

場
所
不
明
、

H
N
H
¥
N
 

同市門同門]
凶
ロ
)
。
同U
一
同
列
司
ロ
。

E
N
(
一
六
二
年
告
]
・
古
脈
仲
田

月
/
七
七
九
年
八
月
十
九
日
l
九
月
十
六
日、

白
}-m，白
可t

-HHHr
、吋同
叩
門
注
山
口
)

は
一
入
二
年

r語、毛
色
月
五
日
/

七
九
八
年
十
一
月
十
九
日
に
着
任
し
て
お
り
(
同
5
E
H
g
u
叶
品
1
・

総

督

色

'
F白
Y3σ
・
同

-smdE-

こ
の
文
書
は
そ
の
翌
月
に
書
か
れ
た
も
の
。

ゲ』円円四日
H
H
・
H
H
ω
)
、

所
は
借

crM口
ロ
鯨
で

貸
主
は
そ
の
懸
の
徴
税
官
、

借
地
人
は

こ
の
土
地
の

一
住
民
と
思
わ
れ
る
。
耕
作
す
る
に
首
た

っ
て
の
候
件

は
前
脚
い
で

斗
フ

ェ
ッ
ダ

l
ン
の
土
地
が
吋
デ
ィ
l
ナ
l

ル
で
貸

さ
れ
る
。
そ
し
て
未
排
い
と
な

っ
て
い
る
一
八
一
年
度
の
地
租
は
、

一
永
二
年
度
の
地
租
と
と
も
に

分
割
支
排
既
ご
と
に

称
め
、

上、

一
八
二
年
度
の
現
物
附
加
租
を
も
こ
の
地
方
の
慣
例
に
従

っ
て

そ
の

支
排
う
義
務
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る。

例
三

・
〉
H
U

巧
ロ
。品
(
二
四
六
/
八
六

O
l
六
一
年
)

慈
愛
あ
ま
ね
き
一
肺
の
御
名
に
お
レ
て

こ
れ
は
〈
〉
σ仏
白
]

S

〈〉
N
H
N

ゲ・

円〉
'σ
内
山
色
・
の
丘
町
山
円
回
日
山
洲
口
日
可
門出

月

〉
Z
Jへ
伊
《

ρ
ロ
σ
∞
-t回同N

N
山N

よ
り
、

こ
の
町
の
住
民
の
仕
立
屋
国
民
F
E
r
-
ω
己
担
当
戸
山
口

へ
の
文
書

お
よ
び
冨
ロ
プ
印
日
自
国
内
凶

σ・

で
あ
る
。
げ
に
お
前
は
、
同
-
・
ω同
Z
O回
以
来

(
司
)
、吋
2
U
今

)σ
・

ω
5
の
土
地
と
し
て
知
ら
れ
て
レ
る
土
地
、
す
な
わ
ち
ハ
〉
ゲ
仏

と
い
〉
N日Nσ
・
円〉
'σ
仏
と
・
の
日
片
岡
山
吋
由
巳
内
C
E
U
L日
と
白
「
昌
三

p-z
- 30一

の
相
績
人
お
よ
び

冨
ロ
ゲ
匝
5
5
包
j

ゲ
・

J

円
札
ρ
与
の
相
績
人
の
私

領
地
(
合
ー
と
よ
り

N

同
町
内
田
島
ロ
を
、

お
前
が
そ
の
土
地
で
藍

な
ら
び
に
砂
糖
き
び
以
外
で
お
前
の
好
む
作
物
を
耕
作
し
、

お
前
…

場

の
地
租
を
政
府
の
定
め
る
分
割
支
排
期
ご
と
に
排
う
こ
と
を
僚
件

H

r

E

E

首
り

HH¥ω

内出ロ肺門

の
計
算
で

二
四
六
年
度

の
地
租
の
た
め
に
国
庫
の
貨
幣
お
よ
び
そ
の
重
量
に
よ
る
N
〈
N

十

M
¥
@

円凶日ロ創刊

で
我
々
が
お
前
に
貸
す
よ
う
請
い
願
っ
た。

そ
こ
で

我
々
は
お
前
に
封
し
こ
れ
を
承
諾
し
、
こ
れ
ら
の

N

同
四
円
凶
門
広
ロ
を



こ
れ
ら
の
N
H
¥
N
+
〈。円山町ロ削
H

で
お
前
に
貸
す
。

よ
っ
て
耕
作
せ

ょ
。
も
し
お
前
が
議
定
よ
り
以
上
の
牧
穫
を
得
た
な
ら
ば
、
そ
れ

は
お
前
の
契
約
登
録
公

ι
E
〉
額
の
計
算
に
よ
っ
て

〔
お
前
の

、
も
の
と
な
る
〕
。

も
し
お
前
が
不
耕
地
に
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
も
、
そ
の
地
租
は
お
前
に
か
か
る
。
一
珊
の
祝
福
と
加
護
を
も

っ

て
耕
作
せ
よ
。
我
々
が
お
前
の
た
め
に
登
録
し
た
も
の
を
完
途
す

る
こ
と
は
お
前
の
任
務
で
あ
る
。
以
上
に
つ
い
て
紳
は
謹
人
と
な

り
、
護
人
と
し
て
は
紳
の
み
で
十
分
で
あ
る
。

H
F
E
E
首
り

H回

¥ω

仏

g
r
の
計
算
で

N

F
門

E
U
H
H

を
N
H
¥
N
十
回
¥
邸

内回目口
問
吋
で

こ
れ
は
数
人
の
共
有
に
し
て
い
る
私
領
地
の
地
主
か
ら
一
小
作
人
に

封
す
る
契
約
文
書
で
、
僚
件
と
し
て
は
、
藍
、
砂
糖
き
び
以
外
の
好

き
な
作
物
を
栽
培
し
、
地
租
を
分
割
納
税
期
ご
と
に
支
梯
い
、

ッ
ダ

l
ン
首
り
H
V
帆
デ
ィ

l
ナ

l
ル
の
計
算
で
、
二
四
六
年
度
の
地

租
の
た
め
に
、
国
が
鋳
造
し
た
貨
幣
で
N

フ
且
ヅ
ダ

l
ン
を
N

X

+

フ
ェ

試
デ
ィ

l
ナ

l
ル
で
貸
す
。
そ
し
て
徐
分
に
枚
穫
が
あ
れ
ば
、
そ
の

分
は
借
地
人
の
も
の
に
な
る
が
、
耕
作
を
怠
っ
て
牧
穫
が
少
な
く
て

も
地
租
は
支
携
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
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の
類
似
文
書
は
多
い
。

例
四
日
〉
苫
w
F
R

∞ω
つ
一
一
四
入
/
九
五
九
|
六

O
年
)

1¥ 

〕
〆

〔

¥_/ 

れ 慈
は愛
ω〈あ
日じ ま
er ね

ゲ高
の
御
名

お

て

同
印
官
同

r目ロ
の
た
め
に
書
か
れ
た

〉
r
u
-
-

z
i
M
B
 

〔
貸
地
契
約
〕
登
録
謹
書

回
白
骨
色
〉
唱
〔
:
:
:
〕

の

(
E
sr
白必
己
)
で
あ
る
。

げ
に
お
前
は
、

こ
の
地
方
に
属
す

る

ω削
《弘
司
白
件
。
同
百
円
凶
。

の
土
地
よ
り
良
質
の
黒
い
土
地

ω
伊
平

円山凶ロ

を

」
の
土
地
の
慣
例
で
あ
る
最
上
の
南
替
手
数
料

P
R
O

で
い
つ
い
か
な
る
時
で
も
計
算
さ
れ
う
る

ω
仏
宮
川
町

で
、
私
が
お

- 31一

前
の
た
め
に
貸
地
登
録
す
る
よ
う
請
い
願

っ
た
。
そ
こ
で
お
前
の

地
租
を
政
府
の
定
め
る
分
割
梯
い
の
時
期
ご
と
に
お
前
が
支
梯
う

こ
と
を
篠
件
と
し
て
、
私
は
お
前
に
謝
し
て
こ
れ
を
承
諾
す
。
よ

っ
て
紳
の
祝
福
と
加
護
を
も

っ
て
耕
作
せ
よ
。
も
し
お
前
が
激
定

よ
り
以
上
の
枚
穫
を
得
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
お
前
の
契
約
登
録
通

り
に
計
算
さ
れ
る
。
も
し
お
前
が
そ
れ
を
不
耕
地
に
し
て
し
ま

っ

て
も
、
そ
の
地
租
は
お
前
に
か
か
る
。
こ
れ
は
三
四
八
年
度
の
地

租
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

お
前
は
公
に
登
記
し
た
土
地
で

同
町
内
同
内
釘
ロ
を
告

E
H
で

義
務
あ
る
も
の
を
耕
作
す

む.l.

むコ
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こ
れ
は
地
主
と
思
わ
れ
る
人
物
よ
り
一
小
作
人
宛
の
借
地
契
約
登
録

謹
書

(E
仲
間

σ
印阿
佐
ロ
)

で
、

ω
フ
L

ッ
ダ
l
ン
の
土
地
を
雨
替
手

数
料
の
分
の
良
い

ω
デ

ィ
l
ナ

1
ル
で
貸
し
、
地
租
は
定
め
ら
れ
た

分
割
納
税
期
に
支
排
う
と
い
う
も
の
で
あ
-
9
0

そ
の
他
の
文
書
一
は
、
大
同
小
異
で
ほ
ぼ
こ
れ
ら
の
見
本
例
の
い
ず

れ
か
に
嘗
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ

で
大
韓
の
書
式
内
容
と

契
約
手
順
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、

」
れ
ら
の
借
地
契
約
文
書
は
み
な
貸
主
の
側
か
ら
書
か
れ

た
も
の
ば
か
り
で

逆
の
場
合
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

契
約
手
順

は
、
借
地
希
望
者
が
貸
主
に
謝
し
て
借
地
を
請
願
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
る
。

こ
れ
は
例
三
や
例
四
に
類
す
る
文
書
で
は
「
げ
に
お
前
は
・:

:
と
い
う
こ
と
を
私
に
請
い
願
っ
た
」
と
い
う
文
句
と
な

っ
て
現
わ

し
か
し
、
比
較
的
古
い
年
代
の
例
一
や
例
ニ
に
類
す
る

れ
て
い
る
。

文
書
で
は
、
こ
の
よ
う
な
一
定
し
た
請
願
の
語
句
は
記
さ
れ
ず

き
な
り
「
・
:
:
を
汝
に
貸
す
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は

い
ず
れ
も
貸
主
が
政
府
渡
遣
の
鯨
の
徴
税
官
で

い
わ
ば
公
文
書
な

の
で
あ
る
が
、
同
じ
く
貸
主
が
豚
の
徴
税
官
も
し
く
は
こ
れ
に
類
す

る
人
物
の
場
合
で
あ
っ

て
も
、
年
代
の
遅
い
回
暦
三

i
四
世
紀
の
文

書
で
は
こ
の
請
願
の
き
ま
り
文
句
が
記
さ
れ
て
お
り
ハ
〉

E
w
v

昌
也
叶
匂
U
MU
何
回N
司
ロ
。

g
?"巴
川
一何
回N
R

N

)

、‘
書
式
の
形
式
化
の

一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

借
地
請
願
者
は
か
な
ら
ず
し
も

一
名
と
は
限
ら
ず
、
二
名
以
上
で

共
同
請
願
す
る
場
合
も
あ
っ
た

(〉
H
U
一何
戸
口
。
∞
。
一
〉
司
ー
宅
ロ
。
ω

一司
HW
H
N
H
り
口
。
。。吋
H

何
回ν
何
河
口
e

N
)
。

」
の
借
地
請
願
者
が
貫
際

に
そ
の
土
地
を
耕
作
す
る
か
否
か
は
別
問
題
で
あ
っ
て
、
借
地
面
積

が
一

J
数
フ
占

ヅ
ダ
l
ン
の
場
合
は
と
も
か
く
、
数
十
フ
ェ
ッ
ダ
l

ン
に
及
ぶ
場
合
は
と
う
て
い
み
ず
か
ら
耕
作
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な

ぃ
。
借
り
受
け
た
土
地
を
何
ら
か
の
形
式
で
さ
ら
に
叉
貸
す
る
か

- 32-

あ
る
い
は
大
量
に
農
業
労
働
者
を
傭

っ
て
耕
作
さ
せ
る
か
し
な
け
れ

い
ず
れ
に
し
て
も
、
契
約
僚
件
の
範
囲
内
で
の
義
務

ば
な
ら
な
い
。

を
貸
主
に
謝
し
て
履
行
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る
。

貸
主
と
し
て

は
、
ま
ず
例
一
、
例
こ
の
よ
う
な
懸
の
徴
税
官
(旬
開
問
司
R

E

O
-

し、

。
]戸N
W
G
N
H
W

⑦

N
ω

・
。
N
A
山泊
。
ω
∞円

切
〉
】
ν
H
W
F

口
。
寸∞
)

や
首
府
の
綿

督

(
HM
一白
河
司
ロ

e
g吋
H

H
W
H
M
何
回
川
口
。
N
〉

の
ほ
か
、

納
税
請
負

人

(B
E白
ρ但
ゲ

E
C
が
あ
げ
ら
れ
る

(〉
旬
開
ド
ロ
。
昌
)
。
こ
の
最

冨
ロ
ゲ
同
5
8包
一いσ・内問問仰
は
、
あ
る
地
租

受
領
書
に
鯨
の
徴
税
官
と
し
て
も
登
場
す
る
人
物
で
(
〉
E

W

F

尺

後
の
文
書
の
納
税
請
負
人

ロ。

H

E
〉
、

納
税
請
負
人
に
な

っ
た
例
で
あ

出
身
は
官
更
で
あ
る
が



F
。
こ
の
よ
う
な
公
的
な
立
場
の
人
物
以
外
の
貸
主
は
ほ
ぼ
地
主
に

相
首
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
三
は
と
く
に
こ
れ
が
明
示
さ
れ
て
レ

し
か
も
首
該
の
土
地
は
数
人
の
共
有
地
で
あ
り
、
文
書

の
上
で
は
そ
の
う
ち
の
二
名
が
貸
主
と
な

っ
て
い
る
。

る
場
合
で
、

」
う
し
て
願
い
出
が
な
さ
れ
る
と
、

一
定
の
僚
件
が
決
め
ら
れ
、

そ
の
上
で
貸
主
は
こ
の
請
願
を
受
諾
す
る
。
例
三
や
例
四
に
類
す
る

文
書
で
「
そ
こ
で
私
は
お
前
に
謝
し
て
こ
れ
を
承
諾
す
」
と
あ
る
の

が
そ
れ
で
あ
る
。
貸
主
が
首
局
で
あ
る
文
書
で
は
、
こ
の
句
は
年
代

の
古
い
も
の
で
は
記
さ
れ
ず
、

後
の
も
の
に
は
明
記
さ
れ
て
レ
る

が
、
こ
れ
は
請
願
語
句
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
普
通
は
こ
の
受
諾

語
句
の
あ
と
に
「
よ
っ
て
紳
の
祝
福
と
加
護
を
も
っ
て
耕
作
せ
よ
」

と
い
う
文
句
が
く
る
。

「
貸
す
」

と
い
う
動
詞
同
}
内
同
M
H

お
よ
び
名

詞
}
内
町
匂
は
、

家
屋
や
厩
舎
な
ど
の
貸
借
に
も
用
い
ら
れ
る
一
般

的
な
語
で
あ
る
(
〉
句
何
回
し
口
。
∞
ヲ
官
印
}
S
B
E∞・

ENu
口∞〉。

し
か
し
土
地
の

W
弓
町
契
約
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、

る
耕
作
請
負
の

ρ白

E
E
契
約
と
異
な
り
、

後
に
説
明
す

か
な
ら
ず
土
地
の
面

積
数
が
明
示
さ
れ
て
レ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
し
官

E
F
文
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書
で
は
「
地
積
数
の
無
規
定
に
よ
る
」
ハ

g-即

さ
れ
る
。

B
F印
刷
守
恒
)

と
表
記

、
μ
中
J
引
八
七
日
W

J

契
約
の
主
な
内
容
と
し
て
茨
の
よ
う
な
篠
件
が
あ
J
り
ら
れ
る
。

ωフ
ェ
ッ
ダ
l
ン
嘗
り
い
く
ら
と
い
う
計
算
に
よ
る
土
地
全
躍
に

つ
い
て
の
金
額
の
明
示
。

ω栽
培
作
物
に
つ
い
て
の
選
揮
権
の
有
無
、
借
地
人
に
選
揮
植
が

な
い
場
合
の
小
委
と
か
亜
麻
と
か

一
定
の
作
物
の
指
定
。

同
借
地
人
は
そ
れ
り
土
地
に
か
か
る
廿
R
凶
仲
(
地
租
〉
を
土
地
の
耕

転
や
作
物
の
豊
凶
に
闘
係
な
く
、
政
府
の
定
め
た
分
割
納
税
期

ご
と
に
支
排
う
と
い
う
地
租
負
携
の
明
記
。

ωの
金
額
に

つ
い
て
は

「
完
全
重
量
の

O
Oデ
ィ
l
ナ

l
ル
」

準
重
量
の

O
Oデ
ィ

l
ナ

l
ル
」
「
完
全
な

-， 
標

- 33-

自
広
門
出
山
口

の
O
Oデ
ィ

ー
ナ
l
ル」

な
ど
の
ほ
か
、
普
通
に
は
「
園
庫
の
貨
幣
お
よ
び
そ
の

重
量
に
よ
る

O
Oデ
ィ
l
ナ

l
ル」

と
い
う
語
句
の
制
限
規
定
が
附

く
。
こ
れ
は
表
示
の
金
額
が
現
金
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、

制
限
の
目
的
は
、
む
ろ
ん
借
地
人
が
額
面
の
み
の
不
完
全
重
量
の
悪

貨
で
支
梯
お
う
と
す
る
の
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
る
。

ωの
作
物
に
つ
い

て
は
全
然
燭
れ
て
い
な
い
文
書
も
多
い
。

ま
た

〉
E
W
F
ロ
。
∞H
¥
∞N

の
よ
う
に
、

小
委
と
亜
麻
の
二
種
の
作
物
を
指
定
す
る
こ
と
も
あ

る
。
し
か
も
こ
の
場
合
は
雨
者
の
作
物
の
各
フ
エ
ッ
ダ
l
ン
首
り
の

金
額
が
規
定
さ
れ
、
そ
の
額
は
亜
臓
の
方
が
高
い
。
仰
の
篠
件
は
借
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地
人
に
無
理
に
で
も
土
地
全
離
を
耕
作
さ
せ
る
こ
と
を
意
園
し
た
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
土
地
が
首
該
年
の
土
地
測
量
の
際
、
税
務

局
に
耕
地
と
し
て
登
録
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
て
、
最
初
か
ら
休
閑
地

(

ヨ

ロ
ハ
白
什
仲
間
}
白
)

と
指
定
さ
れ
れ
ば
克
税
で
あ
っ

た

(
口
町
・

】

U
H
W削
N
Hり

ロ
e
S
H〉
。
契
約
期
聞
を
規
定
し
た
例
は
ま
れ
で
、

ベ
ル
リ
ン
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、

一
年
と
し
た
も
の
と
二
年
と
し
た
も
の
と
が

一
黙
ず
つ
あ
る
に
す
ぎ
な
い
(

同
)
・

H
凶
巾

Ho--

市
町

H

∞∞
.

]
戸

ωc
c
p

〉
司
同
円
、
戸

H
Y
ω
品
)。

無
規
定
な
わ
け
は
、
通
常
前
年
度
に
引
き
績

い
て
借
り
る
と
い
う
同
じ
土
地
に
つ
い
て
の
一
年
ご
と
の
契
約
更
新

が
行
な
わ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
(
ロ
『
・

〉
可
何
回
、
ロ
。
H
Ah-一w
N
N
NU

N
寸
{
))
。

こ
う
し
て
契
約
が
結
ば
れ
る
と
、
貸
主
は
借
地
人
に
封
し
て
文
書

を
書
く
。
契
約
に
よ

っ
て
は
さ
ら
に
も
う
一

通
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
の

契
約
登
録
謹
書

(
E
R
P
包
即
日
)

(
例
四
〉

を
書
き、

時
に
は
こ

れ
に
第
三
者
の
謹
言
も
加
え
る
(〉
司
何
回
、
ロ
。
∞N
)
。

た
だ
し
こ
の

臼

FhME
と
い
う
こ
と
が
現
わ
れ
る
の
は
、

ω乙
5
2・
刃
包
ロ
ゲ
阻
止
同

の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン

の
う
ち
一

二

二
年
の
も
の
が
最
初
で
あ
る

(
同

νω
河
口
。

医
ω
)。
そ
し
て
表
警
の
と
こ
ろ
に
内
容
を
筒
箪
に
記
し
た

「
誰
そ
れ

、

へ
の
登
録
謹
書
(回応

E
)
で
あ
る
」
と
書
い
て
(〉
匂
何
回
、
口
。
∞∞
〉、

首
該
地
方
の
税
務
局
へ
提
出
す
る
。
す
る
と
枕
務
局
で
は
、

そ
の
わ人

名
、
土
地
の
面
積
、
金
額
を
帳
簿
手
記
す
。
し
た
が

っ
て
こ
の
よ
う

な
帳
簿
の
断
片
も
残
っ
て
い
る

(
旬
開
岡
山
明
口
。

⑦

ω
ω
u
H
M
HW
H
N
H
ロ〈・

〉円・

3
匂
・
虫
色
一
〉
H
U
一何
一戸
口
。
N
N
NW

N

N
ω
-

N

N
少

時

三

〉
司
君

登
録
童
書
の
税
務
局
へ
の
提
出
は
、
原
則
と
し
て

(
ほ
ぼ
九
月
に
相
首
)

ロe
N
♂

N
A
U
。

口
町
.

コ
プ
ト
暦
の
第

一
月
の

芯
同
月

れ
た
が
、
文
書
で
も
日
附
の
判
明
す
る
も
の
に
よ
る
と
、
遅
く
と
も

翌
月
の

E
Z
月
ま
で
に
は
登
録
さ
れ
て

い
る

(
〉

EW戸
口
。
∞N
・

印

ι己
の
語

句
が
現
わ
れ
な
い
年

契

約

の
日
附
は

-34-

に
行
な
わ

∞切
w

∞∞
〉。

し
か
し

ま
だ

代
の
古
レ
例
一

、

例
二
に
類
す
る
文
書
で
は
、

】

U

一開閉
Nm，口
。
E
N
を
除
い
て
比
較
的
遅
く
、

コ
プ
ト
暦
の
第
四
月

日向日げ陪}内月
に
首
た

っ
て
い
る
(
〉
H
U
何
戸
ロ
。
ゴ
一
〉
H
M
一m
F

R

H

M

。
一
句
H
W
M
N
H
り
ロ
。
。N
。)。

概
し
て
以
上
の
よ
う
な
手
績
が
踏
ま
れ
て

い
る
。と

こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
文
書
を
と
く
に
集
め
て
研
究
し
た
論
文
は
な

。円
o
r
g同ロロ

が

エ
ジ
プ
ト
の

Z
巳
5
ロ
巳
戸

p
gミ
所

く
、
〉
・

裁
の
借
地
契
約
文
書
に
関
連
し
て
わ
ず
か
ば
か
り
解
説
し
、
合
わ
せ



て
他
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
文
書
番
抗
を
列
記
し
て
い
る
の
が
ほ
ぼ
唯

一，
の
も
の
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
解
説
の
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
文
書
に

記
さ
れ
て
い
る
金
額
を
す
べ
て
借
地
料
と
し
、
そ
の
納
入
方
法
は
現

物
と
の
混
合
に
よ
る
わ
ず
か
の
例
を
除
き
、
現
金
納
で
あ
っ
て
、
ま

た
そ
の
支
排
期
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
政
府
に
納
め
る
地
租
と

(
〉
旬
開
H
h

口w
匂
-

ωNlω
印
)
。
こ
れ
は
前
に
も
少
し
鏑
れ
た
ウ
マ
イ
ヤ
朝
中
期
の
借
地
契

約
文
書
の
場
合
と
根
本
的
に
異
な
る
。
こ
の
借
地
契
約
で
は
、
文
書

は
借
地
人
の
側
か
ら
書
か
れ
、
借
地
人
は
労
働
力
、
す
な
わ
ち
耕
牛

同
じ
時
期
に
排
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る

な
ど
の
家
畜
と
農
夫
を
自
己
負
措
と
し
、
種
子
は
地
主
と
の
折
牢
負

据
と
し
て
耕
作
し
、
牧
穫
物
の
穀
物
お
よ
び
藁
は
借
地
人
と
地
主
と

の
五
分
で
折
半
す
る
こ
と
な
ど
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。

租
税

(
公
課
)
に
闘
す
る
規
定
は
な
い
。
な
お
こ
の
文
書
は
前
牢
の
部
分

が
敏
け
て
い
る
の
で
、
謝
象
と
な
っ
て
い
る
土
地
の
面
積
、
所
在
に

つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
護
見
さ
れ
て
い
る
限
り
で
は
わ
ず
か
に
一
酷
だ
け
で
あ
る

が
、
こ
の
ギ
リ
シ
ア
語
の
借
地
契
約
文
書
に
よ
く
似
た
日
日
間

E
ぽ

契
約
と
呼
ば
れ
て
，い
る
ア
ラ
ビ
ア
語
で
書
か
れ
た
一
種
の
借
地
契
約
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文
書
が
あ
る
。
鉄
損
個
所
の
た
め
難
解
な
部
分
が
あ
る
が
、
衣
の
よ

う
な
文
面
に
な

十
て

い
る

P

慈
愛
あ
ま
ね
き
紳
の
御
名
に
お
い
て

〔同

-t明白
ヨ
ー
ロ
ヨ
〕
市
の
住
民

t土

明但同一同
H
M

山
口
ゲ
・

叶
白
H
H
H
E

同，同ロ}丘一円口可白

(
可
)

そ
の
全
域
を
契
約

(
自
己
似
即
日
宮
)

に
あ
る
彼
の
土
地
を
、

に
も
と
づ
い
て
耕
す
と
い
う
傑
件
で
、

J
F
σ
u
b
 

r・
国
己
目

の

目
印
唱
罰

Z
見
な

に
委
ね
る
。
す
な
わ
ち
、

Z
民
吹

に

は
そ
の
土
地
に
か
か
る
地
租
(
町
田
H

ぷ
)
や
特
別
公
課
(
ロ
同
司
匂

F
)

を
多
く
も
少
な
く
も
支
排
う
義
務
は
な
い
。
:
:
:
明
日
日
間
ロ
に

は
:
:
:
そ
れ
を
折
半
す
る
こ
と

(r可
〉
と
〔
集
め
ら
れ
た
(
?
)
〕

-35-

安
打
場
の
〔
穀
物
の
〕
堆
積
を
慮
置
す
る
?
・
)
権
利
が
あ
る
o

Z
仰向な

に
は
そ
の
土
地
の
濯
班
、
世
話
、
管
理
、
播
種
、
牧
穫
な

ど
あ
ら
ゆ
る
労
働
の
義
務
が
あ
る
が
、
地
租
や
特
別
公
課
を
支
掛

う
義
務
は
な
い
。
以
上
の
後
件
の
も
と
に
、
m，R
B劃
ロ
は
〔
彼
の

土
地
を
〕

Z
Mは
な
に
委
ね
、
雨
者
は
と
も
に
こ
の
こ
と
に
同
意
す

る
。
:
:
:
一
六
九
年
。
出
向
日
目
mEv
ゲ・

ペ
ロ
印
口
町
包
・
閉
，
mu--包

こ
の

こ
と
を
謹
言
す
。

ω
州
弘
氏
謹
言
を
自
書
す
。
同
年

g
F
H
月
に
・
:

一
六
九
年
の

宮
内
但
吋
月
は

5
2
0片
山
月
二

O
日
か
ら
包
昨

月
十
三

日
に
笛
た
る
の
で
、

」
の
契
約
は

件
。
昨
月
上
旬
に
結
ぼ
れ
た
と
推



150 

定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は

E
円匂

の
場
合
の
契
約
時
期
と
一
致
す
る。

形
式
的
に
は
恐
ら
く
仲
人
と
思
わ
れ
る
第
三
者
が

」
の
文
書
は

貸
借
双
方
の
契
約
を
謹
言
す
る
と
い
う
形
で
書
か
れ
て
お
り
、

ま
た

A
貸
す
目

r
b
V
と
い
う
動
詞
の
代
り
に
八
委
ね
る

E
P〆
V
と

レ
う
動
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
意
味
内
容
は
同
じ
で
あ
る
。
篠

件
の
上
で
の
特
色
は
、

E
b
v
に
よ
る
借
地
契
約
と
異
な
り
、
借
地

人
は
地
租
な
ど
の
公
課
の
支
排
義
務
を
な
ん
ら
負
わ
な
い
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
借
地
料
は
折
牢
に
よ
る
現
物
納
と
な
っ
て
い
る
。

〉・

0
5
7
自
由
ロ
ロ

の
主
張
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
と
、

ら
二
つ
の
文
書
の
契
約
内
容
は
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た

}日
匂
文
書
の

場
合
と
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
雨
者
の
契
約

の
差
異
が
果
た
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
を
異

質
の
タ
イ
プ
と
し
て
片
づ
け
て
し
ま
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
や
は
り

〉・

。円
o
y
g
h
gロ
の
主
張
を
再
検
討
し
て
み
る
必

要
が
あ
る
。

そ
こ
で
そ
の
一
つ
の
手
段
と
し
て、

文
書
を
種
々
の
要
素
に
よ

っ

て
分
類
す
る
の
が
問
題
の
核
心
を
つ
か
む
近
道
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
方
法
の
第
一
は
、

た
だ
形
式
的
に

(
文
書
)

で
あ
る

}2
4打倒
ゲ

か

包
即
日

ハ
登
録
謹
書
U

で
あ
る
か
に
よ

っ
て

分
類
す
る
こ
と
で

あ
る
。

白
伴
三

で
あ
れ
ば
、

そ
の
借
地
契
約
が
税
務
局
に
押
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
税
制
面
に
お
い
て

一
つ
の
重
要
な
示
唆
を

興
え
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、

も

っ
と
も
望
ま
し
い
の
は
、
貸
借

の
雨
者
が
ど
の
よ
う
な
立
場
の
人
物
で
あ
る
か
に
よ

っ
て
分
類
す
る

こ
と
で、

主
な
種
別
と
し
て
は
川
首
局
と
中
間
的
請
負
人
、

ω中
間

的
請
負
人
と
小
作
人
、
例
首
局
と
小
作
人
、
川
地
主
と
小
作
人
が
あ

げ
ら
れ
る
。
首
局
に
は
、
首
府
の
総
督
も
し
く
は
税
務
長
官
か
ら
源

遣
さ
れ
た
鯨
の
徴
税
官
、
ま
た
こ

の
徴
税
官
に
準
ず
る
納
税
請
負
人

れ

が
含
ま
れ
る
。
帥
の
中
間
的
請
負
人
に
つ

い
て
は
、
首
局
な
り
私
領

地
の
領
主
却
ど
か
ら
、
納
税
を
主
眼
に
請
負
っ
た
土
地
を
さ
ら
に
耕

作
者
に
鞠
貸
す
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。

印
応
巳

で
あ
る
か
否
か
と
い
う
貼
も
考
慮
し
な
が
ら
、

β

り
今

J

こ
の
分
類

に
よ

っ
て
ま
ず
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
例
一

、
例
こ
の
よ
う
な
貸

主
が
鯨

(
E
E〉
の
徴
税
官
で
、
ま
た
そ
の
た
め
に

H
関
白
血
ゲ
白

2
r

。

g
r自
由
ロ
ロ

が
そ
の
土
地
を
園
有
地
と
み
な
し
て
い
る
一

連
の

γ目
的
℃
文
書
で
あ
る
。
例

一
の
N
O

フ
ム
ッ
ダ
l
ン
や
同
類
似
文

や

〉・

室百

H
U
何
回

N
m，ロ
。
。
ω
∞円
の
呂
フ
エ
ッ
ダ

l
ン
と
い
う
面
積
は
、
相

首
な
貸
さ
で
あ
っ
て
、

エ
ジ
プ
ト
の
よ
う
な
農
業
で
は
む
ろ
ん

一
家

族
で
は
耕
作
で
き
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
借
地
人
は
そ
の
土
地



を
み
ず
か
ら
耕
作
す
る
の
で
は
な
く
、
中
間
的
な
請
負
人
と
考
え
ら

れ
る
。
も
し
固
有
地
だ
と
す
れ
ば
、

固
有
地
を
借
地
r
契
約
じ
て
納

め
る
借
地
料
は
、
そ
の
ま
ま
園
家
へ
の
税
金
と
な
る
の
が
原
則
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
二
つ
の
文
書
で
は
、
借
地
料
と
考
え
ら
れ
て

い
る
表
示
の
金
額
を
八

σ恒
三
巴
'
目
白

(
園
庫
)
の
蚊
入
と
し
て
、
こ

れ
を
分
割
納
税
期
ご
と
に
支
排
う

V
と
な

っ
て
お
り
、
す
る
と
借
地

人
は
二
重
に
税
を
支
梯
う
と
い
う
奇
妙
な
結
果
に
な
る
。
問
題
黙
の

一
つ
は
、
こ
こ

で
入
賞
該
年
度
の

ず
円
誌

に

闘
す
る
分
割
納
税

期

V
と
課
し
た
傍
線
の
部
分
の
前
置
詞

B
tへ
の
解
樺
に
あ
る
。

〉
-
O
H
o
r目
白
ロ
ロ

は
普
通
の
意
味

の
八
と
と
も
に

V
を
採
用
し
て
、

園
庫
に
支
排
わ
れ
る
文
書
記
載
の
金
額
の
ほ
か
に

う
と
解
樫
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
目IJ
置

詞(p-'
担
吋
釦1

0司〈

を
支
梯

目
白
ぜ

を
こ

の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
の
は
三
貼

(
旬
開
閉

NHり

。NA
Y

A山

ω
∞円

e
 

HH 

〉

E
w--
R
3
〉
の
み
で
、
同
じ
く
類
似
文
書
の

】UENHり
口
。

E
N

で
は
入
賞
該
年
度
の

げ
日
誌

入
こ
れ
を

V
の
部
分
が

A
V伊
乱
脈
を

V
に
置
き
換
え
ら
れ
て
、

八
こ

を
分
割
納
税
期

ご
と
に
支
梯
う

V
と
な

っ
て
い
る
。

に
闘
す
る

V
と
い
う
語
句
が
な
く

の

げ
同
乱
脈

八
伊
民
間
仲
V
と
い
う
の
は
ど
う
も
表
示
の
金
額
そ
の
も
の
を
指
す
よ

151 

う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
類
似
文
書

司阿出
川
明

R
S
H
(止・
〉
匂
何
回し

」
の
契
約
で
は
、
貸

真

H
H
U
H
V

・J

可。
〉
を
み
れ
ば

一一
暦
明
確
と
な
る
。

さ
れ
る
土
地
は
ち
フ

ェ
ッ
ダ

l
ン
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
休
閑
地

(
B

C
門担
片
付
回
芯
)
の
呂
フ
ヱ

ッ
ダ

l
ン
は

V
R
山
脈一
を
克
ぜ
ら
れ
る
と

い
う
理
由
で
、
表
記
の
金
額
は
包
デ
ィ

l
ナ

l
ル
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
年
代

の
遅
い
文
書
で
は
、
通
常
八
分
割
納
税
期
制
闘
判

官

同誌

を
支
梯
う

V
と
い
う
意
味
で
、

傍
線
の
部
分
に
こ
の
前
置
詞

B
曲
ぽ

を
用
い
て
い
る
。
前
記
三
貼
の
文
書
の
前
置
調

ヨ
同
よ
ほ
八
と
と
も

に

V
の
意
味
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

入
と
と
も
に

V
と
し
た
場
合

の
不
自
然
さ
を
解
消
す
る
に
は
、

こ
の

ゲ

3λ
白】
4BM即

日

を
懸
の
地

qa
 

方
公
庫
と
み
な
し
、
別
納
の

ば
白
乱
脈
は
首
府
の
フ
ス
タ

ー
ト
の
国

庫
に
支
梯
わ
れ
る
と
解
明
僻
す
る
し
か
な
い
が
、
し
か
し
こ
れ
は
他
の

文
書
と
の
閥
連
上
不
可
能
で
あ
ろ
う。

ま
た
例
一

や
例
二
に
類
す
る

文
書
で
は

表
記

の

現
金
の
ほ
か

に
、円目白一円同ゲ但

と
呼
ば
れ
る
現
物
附
加
租
を
も
そ
の
牧
穫
時
に
支
排

う
よ

P ぅ
日規
帥 守2

7 さ
，~ .れ
ぽ て
早 い

る

宏
司
同

E
は

〉同
v
r
HO
含
件
。

護
見
の
綿

督

に
よ
る
村
落
へ
の
支
排
命
令
書
な
ど
に
み

え
る

仏
首
仔
旦

胆

と
同
じ
も
の
で
、
ギ
リ
シ
ア
語
系
統
の

言
葉
で
は
由
自
σ
0
]
恥
と
呼
ば
れ
て
い
る

(
〉
吋
何
回
、
口
。

5
0
u司
〉
司

口
。
H
O咽

]5
一一
司
印刷】可
HL
ω
ロ
}H036m
g
ロ
F
日
・門r
H
・4
・の・
出
・
切
巾
n
w
g-w
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白
色
色
拍
手

R
m-
巳
g
u
z。
タ

p
n・
9
m
V

7
・
ご
。
支
梯
命
令

粧
品
同

O
Oデ
ィ

l
ナ

l
ル
に
謝
し
て
、
現

物
税
の

仏出
H
F同
小
委

O
Oア
ル
デ
ブ
と
し
て
現
わ
れ
る
。
す
で
に

書
で
は
、
現
金
税
の

述
べ
た
よ
う
に
、
旬
開
河
町
口
。
。N
少
。
ω∞
吋

で
は

こ
の

色
白
円
手
出

の

フ
ェ
ッ
ダ
l
ン
首
り
の
率
は
小
婆
が
試
ア
ル
デ
ブ
、
大
一
萎
か
M
A
ア
ル

し
た
が
っ

て
フ
ェ
ッ
ダ

l
ン
首
り
の
賦
課
率
は
、

デ
ィ

l
ナ

l
ル
+
淡
ア
ル
デ
ブ
小
褒
+
ぷ
ア
ル
デ
ブ
大
安
と
な
る。

デ
ブ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
一

方
、
白
「
切
丘
町
ι日目
や
イ
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
ウ
ル
・
ハ

カ
ム
の
著
書
に
枚
め
ら
れ
て
い
る
停
承
に
よ

っ
て
、
征
服
後
ま
も
な

地
主
に
つ
い
、て
は

フ
ェ

ッ
ダ

l
ン
首
り
H

デ
ィ
l
ナ

1
ル
と

【
凶
ロ
円
山
ゲ
白
と
し
て
の
小
委
試
ア
ル
デ
プ
、
大
婆
N

司
ミ
σ白

を
定
め
た
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
N

J

司ミ
σ白
は
ア
ル
デ
ブ
軍

の
税
率

位
に
直
す
と
ぷ
ア
ル
デ
ブ
と
な
る
o
t
す
る
と
雨
者
の
フ
L

ッ
ダ

1
ン

首
り
の
率
は
、

大
婆
が
少
し
ば
か
り
異
な
る
だ
け
で
ほ
ぼ
一
致
す

る。

〉・

0
5
r
B
Sロ
が
借
地
料
と
み
な
し
て
い
る
文
書
記
載
の
金

ゲ
白
吋
同
町
す
な
わ
ち

地
租
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
で

確
定
的
で
あ
る
。
〉
E

N
戸
口
。
H
M
AY

]U一関
H
N
m，
R

G

H

N

で
は
現

額
1うl

物
附
加
租
の
率
が
明
示
さ
れ
ず
、

地
方
の
慣
例
に
よ
る
と
あ
る
か

台
、
現
物
附
加
租
の
額
は
地
方
で
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
ア
ラ
ブ
史
家

の
停
承
に
み
え
る
現
物
附
加
租
の
率
は

一
つ
の
基
準
を
示
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
こ
の
固
有
地
と
い
う
概
念
が
問
題
に
な

っ
て
く
る
。
〉・

0
2
y
g白
ロ
ロ
は
こ
の
貼
に
つ
い
て
別
に
論
じ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
か
、
初
期
イ
ス
ラ

l
ム
の
土
地
制
度
で
は
、

れ

は
非
常
に
微
妙
な
問
題
で
あ
〉
て
、
こ
の
よ
う
な
文
書
の
み
で
は

ト~

概
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

こ
で
は
省
略
し
て
後
の
機
曾
に

検
討
し
た
い
。

き
て
、
こ
の
よ
う
に
現
物
附
加
租
の
支
梯
が
規
定
さ
れ
て
い
る
文

琵
見
さ
れ
て
い
る
限
り
で
は

〉同
V

同N
F
ロ
。
円
以
∞

の
一
八

-38-

二書
年 、は
を
最
後

ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
く
な
る

ま
た
こ
の
年
以
前
で

は
、
古
片
山
〉

文
書
で
貸
借
閥
係
が
地
主
と
小
作
人
に
相
首
す
る
も
の

は
知
ら
れ
て
い
ず
、

自
己
N
U
H
同
ぽ
契
約
文
書
が

た
だ
前
に
述
べ
た

一
貼
あ
る
に
す
、
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
一
九

O
年
以
後
に
な
る
と
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
徴
税
官
を
貸
主
と
す
る
文
書
は
少
な
く
な
り
、
逆

一
入
二
年
か

に
地
主
・
小
作
人
間
の
文
書
が
急
激
に
崎
唱
え
て
レ
る
。

ら
一
九

O
年
ま
で
の
聞
に
、
何
か
税
制
上
の
改
革
が
行
な
わ
れ
た
こ

と
が
珠
想
さ
れ
る。

こ
れ
は
史
書
側
の
資
料
に
よ
っ
て
も
傍
輩
す

白る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
停
え
る
と
こ
ろ
を
綜
合
す
る

と
、
こ
れ
ま
で
き
わ
め
て
短
命
で
あ
っ
た
前
任
の
総
督
た
ち
記
代
わ



っ
て
、

一
入
二
年

r
d
q
d
q
色

月

に
総
督
粂
税
務
長
官
の
地
位
に
着

任
し
た

丘
'
F
何
回
ユ
ゲ
・
巳
匂
包
-
は
、

ま
ず
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
聖
職

者
を
優
遇
し
て
評
判
を
得
る

一
方
、
税
務
を
整
え
、

租
税
を
全
額
徴

脱
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

そ
し
て
租
税
の
徴
牧
、

財
政
牧
支
の
決

酒
、
軍
隊
の
俸
給
の
分
配
等
に
闘
す
る
報
告
を
す
る
た
め
に
、

年

E
5
9仏
削
ロ
月
、

カ
リ
フ

一
八
五
年
目
自
主
凶
ロ
月
に
バ
グ
ダ
ー
ド
の

国
間
ユ
ロ
丘
町何回即日仏

の
も
と
へ
出
か
け
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
さ
ら
に
増
牧
を
計
量
し
た
彼
は
測
量
吏

(
g
g印
凶
巴
に
内
命

し
、
官
官

g
単
位
の
長
さ
を
短
く
し
て
播
種
地
を
測
量
さ
せ
、
名

目
上
の
耕
地
面
積
数
の
増
大
を
計

っ
た
。
こ
れ
に
封
し
て
デ
ル
タ
地

帯
の
ア
ラ
ブ
系
の
農
民
が
総
督
の
も
と
に
苦
情
を
持
ち
こ
ん
だ
が
、

つ
い
に
叛
乱
を
起
こ
し
た
。
線
督
は
軍
隊
を
涯

遺
し
て
鎮
座
に
首
た
ら
せ
た
が
、
成
功
せ
ず
、
農
民
の
租
税
不
梯
い

聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、

運
動
は
績
い
た
。
そ
こ
で
や
む
な
く
、
綿
督
は
翌
一
八
七
年
初
に
カ

リ
フ

の
も
と
へ
出
か
け
、
軍
隊
を
汲
遣
し
て
も
ら
う
以
外
に
デ
ル
タ

の
農
民
か
ら
徴
税
で
き
な
い
旨
を
訴
え
た
。

し
か
し
カ
リ
フ
は
こ
れ

を
認
め
ず
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
、
武
力
を
用
い
ず
に
エ

ジ
プ
ト
の
徴
税
を
請
負
う
こ
と
を
申
し
品
た
豆
島

E
N
げ・

ωロ

]aa
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と
い
う
者
に

徴
税
槽
を
委
ね
、

同
時
に
締

督

巳

F
3
H
げ
・

ロ凶
mw
ロ

側

同日
・H
り包日

を
克
職
し
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、
こ
の
抗
租
運
動
の
前
後
に
税
制
改
革
が
行
な
わ
れ

た
と
み
な
す
こ
込
と
が
で
き
よ
う。

こ
う
し
て

一
九

O
年
以
後
の
文
書

い
ず
れ
も
現
物
附
加
租
の
規
定
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
貸
主

で
は
、

八

が
嘗
局
で
あ
る
場
合
に
は
地
積
数
も
従
来
週
り
多
く
、

ン
嘗
り
の
税
率
も
H

デ
ィ
l
ナ

l
ル

に
満
た
な
い
の
に
封
し
、
地
主

フ
ェ
ッ
ダ
l

と
小
作
人
聞
の
W
F
H
匂
文
書
で
は
地
積
数
は
少
な
く
、
フ
ェ
ッ
ダ
l

ン
首
り
の
現
金
額
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
嘗
局
を
貸
主

と
す
る
こ
れ
ら
}
日
匂
契
約
文
書
は
、

一
つ
の
濁
自
な
タ
イ
プ
を
な

- 39一

し
て
レ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
、
こ
の
う
ち
現
物
附
加
租
の
規

一
九

O
年

定
の
あ
る
一
八
二
年
以
前
の
も
の
を
I
型

片
町
匂
契
約
、

以
後
の
規
定
の
な
い
も
の
を
E
型

E
同町

契
約
と
名
づ
け
た
い
。

さ
て
文
書
の
う
ち
で
、
貸
主
の
名
が
軍
な
る
個
人
名
で
あ
ら
わ
れ

る
場
合
に
は
、

一
臆
こ
の
貸
主
を
地
主
も
し
く
は
地
主
に
類
す
る
者

と
み
な
し
て
き
た
が
、
以
下
も
そ
の
よ
う
な
意
味
で
地
主
と
い
う
言

業
を
用
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
地
主
と
小
作
人
の
聞
の
貸
借

契
約
の
検
討
に
移
不
が
、
ま
ず
I
型

E
同
町
契
約
の
場
合
と
同
様
、
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こ
の
文
書
記
載
の
現
金
額
が
果
た
し
て
借
地
料
で
あ
る
か
否
か
が
嘗

然
問
題
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
で
は
、
借
地
人
は
ほ
ぼ
直
接
耕
作

者
に
首
た
る
の
で
、
こ
の
疑
問
に
は
同
時
に
現
金
納
に
よ
る
小
作
料

の
可
能
性
如
何
の
問
題
も
含
ま
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
回
暦
三
世
紀

以
後
の
文
書
の
書
式
は
非
常
に
よ
く
整
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
首

面
の
金
額
が
借
地
料
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
税
額
を
意
味
す
る
か
と

い
う
貼
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
ど
ち
ら
に
で
も
解
轄
で
き
る
よ
う
な

書
き
方
に
な

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

司
何
初
日り
ロ
。
∞
ωω

(口
町
・
〉
H
M

何戸

口u
H

U

・
2
)
の
契
約
は
N

フ

ェ
ッ
ダ

l
ン
を
園
庫
の
標
準
重
量
に
よ

る
新
造
貨
弊
N
N
¥
ω

デ
ィ

1
ナ

l
ル
で
結
ば
れ
た
が
、
そ
の
文
書
の
末

尾
は

同
町
己
円
山
川
町
ロ

b占

円回目ロ
山
円

N
N
¥
ω
 

園
庫
の
牧
入
と
し
て
ま
た
そ
の
重
さ
で

と
な

っ
て
レ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
表
示
の
金
額
が
園
庫
に
納
め
ら

れ
る
地
租
(
『白円
ぷ
)
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
に
契
約
内
容

に
関
連
し
て
述
べ
た

ωの
八
借
地
人
は
そ
の
土
地
に
か
か
る

伊
白
乱
脈

(
地
租
)
を
作
物
の
盟
凶
に
闘
係
な
く
、
政
府
の
定
め
る
分
割
納
税

期
ご
と
に
支
排
う
V
と
い
う
候
件
の

『
白
門
誌
と
は
、

額
そ
の
も
の
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
借
地
料
と
し
て
、
そ
れ

表
示
の
現
金

と
別
に
地
租
を
納
め
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
解
樺

す
る
と
、
文
書
の
現
金
額
表
記
も
う
な
ず
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

文
書
の
書
式
上
、
借
地
料
と
も
地
租
と
も
解
穫
で
き
る
よ
う
な
書
き

方
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
ご
く
常
識
と
し
て
、
そ
の
現
金
額
を
地
租

と
規
定
し
て
い
た
た
め
で
あ
っ
て
、
こ
の
黙
に
つ
レ
て
は
別
に
配
慮

す
る
必
要
も
な
か

っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

借
地
人
が
税
を
排
う
と
レ
う
貼
に
つ
い
て
は
、
普
通
こ
の
よ
う
な

場
合
、
借
地
人
は
地
主
に
謝
し
て
借
地
料
を
支
梯
う
が
、
政
府
に
納

め
る
税
は
地
主
が
椀
う
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
イ
ブ

- 40 

ン
・
ア
ブ
ド
ウ
ル

・
ハ
カ

ム
に
次
の
よ
う
な
重
視
す
べ
き
法
意
見
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

コ
プ
ト
人
が
彼
ら
の
土
地
を
貸
す

(島
片
山
)
と
い
う
こ
と
に
つ
レ

て
は
、
彼
ら
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
租
税

(仕
N

可と

を
損
う
よ
う

な
こ
と
が
な
い
な
ら
ば
、

そ
の
貸
借

(E
吋匂
〉
は
合
法
で
あ
る
。

も
し
租
税

(
hr
N
U『
胆

)

を
損
う
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
土
地
は
貸

主
に
返
却
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
租
税
(仕
N
U
詰
)

を
掛
っ
て

も
ま
だ
徐
り
(
利
益

F
岳
)

が
あ
る
な
ら
ば
、

我
々
は
そ
の
借

地
を
借
地
人
に
と

っ
て
合
法
で
あ
る
と
み
な
す
(
伺白
r
gdNO∞

但
広
但
門
戸

HN
S。



」
の
法
意
見
は
、
ウ
マ
イ
ヤ
朝
カ
リ
フ

担
-
毛
色
目
仏
ぴ
・
J
PNE
(在

位

一
一
一
五

l
二
六
年
)
の
時
代
に
メ
デ
ィ
ナ
の
裁
判
官
を
勤
め

ち
ア
ッ
パ

ー
ス
朝
第
一
代
カ
リ

フ

〉
σロ
て
〉
ゲ

E臼

に
招
か
れ
て

同日・関口

F
の
裁
判
官
と
な
り

さ
ら
に
引
き
績
い
て

陪

-'γ
~【
但
ロ
印
口
円

の
時
代
に
バ
グ
ダ
ー
ド
の
裁
判
官
を
勤
め
た
法
理
論
家

ペ
与
u
b
r-

r£
(
回
暦
一
四
三
年
仇
〉
が
、

エ
ジ
プ
ト
の
停
承
蒐
集
家
で
法
の

楼
威
者

と
わ
同
ユ
ゲ
・

ω州

W

円内凶

(
回
暦
九
四

l
一
七
五
年
〉
へ
書
き
遺

っ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
恐
ら
く

と

aFa同
σ・
ω出円
円同

が

エ
ジ
プ

ト
の
借
地
に
闘
す
る
法
意
見
を

J
門
担

σ
u『附

σ・
ω白
FE
に

求
め
た
と
き
の
回
答
で
あ
ろ
う
。
こ
の
法
意
見
は
イ
ス
ラ
l
ム
政
府

の
立
場
を
如
貫
に
物
語
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、

こ
こ
に
、
地
圭
が
負
掘
す
る
は
ず
の
租
税
は
借
地
に
出
し
た
場
合
、

借
地
人
の
負
措
と
な
る
と
い
う
原
則
が
認
め
ら
れ
る
。
要
す
る
に
租

税
は
土
地
占
有
者
に
か
か
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
事
質
と
し
て
誼
明
す
る
も
の
に
、

一
連
の
注
目
す
べ
き
地

租
受
領
書
が
あ
る
。
そ
の
文
中
に
は
す
べ
て
「
某
は
彼
の
義
務
と
な

っ
て
い
る
地
租
(ザ
日
立
)、
す
な
わ
ち
某
々
に
代
わ
っ

て

(
£
巴

耕
し
た

〔
土
地
〕
の
地
租

O
Oデ
ィ

l
ナ
l
ル
を
支
掛

っ
た
」
と
あ
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る
。
し
か
も
こ
の
代
理
耕
作
者
に
は
コ
プ
ト
人
が
多
く
、
委
託
者
に

は
ア
ラ
ブ
人
が
多
い
(〉
HV

一切一
戸
ロ
c

H
∞
少

H

g

w

H
∞
少

H
C
C
W
Hφ
H

U

の

5
ω
u〉
H
V
一m
F
ロ
守
口
H
H
w

口
H

N

〉
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
委
託
者
の

所
有
地
を
代
理
耕
作
者
が
借
地
し
、
そ
の
結
果
借
地
人
の
賦
課
と
な

っ
た
地
租
を
政
府
に
支
掛
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
地
租
は

む
ろ
ん
現
金
納
で
あ
る
。

」
の
よ
う
に
小
作
人

(
自
己
N

凶
己
《
)
が
租

そ
の
後

五
芯
ハ
制
が
護
展
し
て
、
小
作
人
が

の
農
奴
に
輔
落
し
て
行
く
ア
イ
ユ

l
ブ
朝
ま
で
績
く
の
で

f
あ
る
(
え
・

q
F
E付

H
u

呂
町
〉。

さ
て
、
文
書
表
示
の
金
額
が
借
地
料
で
あ
る
か
否
か
を
検
討
す
る

税
を
支
梯
う
こ
と
は
、

ロJ
F
H』

ρ
一日
同門

-41-

も
う

一
つ
の
方
法
は
、
こ

の
フ
ェ
ッ
ダ
l
ン
嘗
り
の
金
額
が
一
樫
牧

穫
高
の
何
割
に
首
た
る
か
と
い
う
操
作
を
す
る
こ
と
で
あ
る。

し
台、

し
、
資
料
の
き
わ
め
て
少
な
い
初
期
イ
ス

ラ
l
ム
時
代
に
つ
い
て
こ

れ
を
行
な
う
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
な
作
業
で
あ
る
と
レ
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
こ
で

一
つ
の
試
み
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
方
法
を
述

べ
た
い
。

ま
ず
こ
の
問
題
は
、
主
要
作
物
の
小
委
を
例
に
と

っ
た
場
合
、
そ

の
フ

ェ
ッ
ダ
l
ン
賞
り
の
牧
量
、
す
な
わ
ち
何
ア
ル
デ
プ
穫
れ
る
か

と
い
う
こ
と
と
、

ア
ル
デ
ブ
嘗
り
の
小
委
の
値
段
は
い
く
ら
か
と
い

う
二
黙
に
分
解
で
き
る
。

ま
た
小
委
の
裁
培
は
牢
期
で
あ
る
か
ら
、
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後
の
牢
期
ば
別
の
作
物
を
値
え
る
こ
と
に
な
る。

す
る
と
こ
れ
ら
の

根
底
に
な
る
度
量
衡
、
す
な
わ
ち
、
金
貨
単
位
の
デ
ィ

l
ナ

l
ル
、

面
積
の
フ
ム

γ

ダ
l
ン
、
桝
目
量
の
ア
ル
デ
プ
の
問
題
が
浮
か
び
上

が
る
。
こ
れ
ら
の
車
位
の
う
ち
、

ア
ァ
バ

l
ス
朝
時
代
で
大
盤
信
用

の
お
け
る
の
は
デ
ィ
l
ナ

l
ル
単
位
の
み
で
あ
る
。
首
時
の
デ
ィ

l

ナ

l
ル
金
貨
は
卒
均
直
径
約
二

セ
ン
チ
、

重
さ
四

・
二
五
グ
ラ
ム

純
度
二
一
カ
ラ
ッ

ト
の
良
質
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
フ
ァ

l
テ

同

マ
朝
以
後
怪
し
く
な

っ
て
く
る
。

次
に
フ
エ
ッ
ダ
l
ン
に
つ
い
て
は
、
古
い
と
こ
ろ
で
は

フ
ァ

i
テ

マ
朝
時
代
十
世
紀
末
、

日
本
の
単
位
に
直
し
て
約
六

・
四
反
強
と
レ

う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

現
在
は
約
四
・

二
五
反

で
、
と
く
に
近
代
に
入

っ
て
急
激
に
小
さ
く
な
っ

て
い
る
。
こ
の
現

象
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
車
位
面
積
嘗
り
い
く

ら
と
い
う
基
準
で
徴
税
し
て
い
る
場
合
、
も
し
政
府
が
二
疋
の
土
地

面
積
か
ら
以
前
よ
り
多
く
徴
現
し
よ
う
と
す
る
に
は
、
こ
の
単
位
面

積
を
小
さ
く
す
れ
ば
よ

い
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
む
ろ
ん
安
易
な
増

税
方
法
で
あ
る
が
、
事
貫
こ
う
い
う
こ
と
は
た
び
た
び
行
な
わ
れ
た

の
で
あ
っ
て
、
前
に
も
鯛
れ
た
回
暦
一
八
六
年
の
デ
ル
タ
地
帯
で
の

農
民
の
抗
租
叛
凱
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
不
正
測
量
が
原
因
で
起

こ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
ア
ル
デ
ブ
に
つ
い
て
い
え
ば

フ
ァ

l
テ
マ

朝
末
期
よ
り
挽

の
現
金
納
制
が
大
き
く
崩
れ
、
穀
物
に
つ

い
て
は
一
部
現
物
納
制
に

上
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
小
委
の
税
額
は

フ
ェ

ッ
ダ
l
ン
嘗
り

ω
ア
ル
デ
ブ
と
な
り
、
ア
イ
ユ

l
ブ
朝
で
は
、

改
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

回
暦
五
七
二
年
の
土
地
測
量
の
際
に

N

・
ω
ア
ル
デ
ブ
と
決
め
ら
れ

た

(
宮
臼
ヨ
ヨ
凶

Z
N
E
u
qロ己

HU
53
0
斗
量
箪
位
の
場
合
は
面

積
と
逆
で
、
少
し
ず
つ
大
き
く
す
れ
ば
よ
り
多
く
徴
税
す
る
こ
と
が

で
き
る
わ
け
で
あ
る
が

一
ア
ル
デ
ブ
は
概
算
し
て
十
世
紀
末
か
ら

-42-

十
四
世
紀
ま
で
は
饗
化
な
く
、
そ
れ
以
後
近
代
に
入
る
ま
で
に
約
五

斗
か
ら
一
石
に
な

っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
現
代
の
翠
位
数
を
基
準
に
す
る
と
し
て
、

フ
エ

ヅJ

ダ

l

ン
首
り
ア
ル
デ
ブ
数
の
現
代
の
数
値
と
、
大
躍
の
こ
と
が
わ
か
る
十

世
紀
末
の
数
値
と
の
封
比
を
求
め
る
と

λ

約
現
代

ω
に
封
し
て
巴

と

な
る
。
こ
れ
は
現
代
の
皐
位
で
の

ω
ア
ル
デ
ブ
は
、
十
世
紀
の
車
位

に
直
す
と
呂
ア
ル
デ
ブ
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
現
在
、

ェ
ジ
プ

ト
の
フ
ム

ッ
ダ
l
ン
首
り
卒
均
枚
量
は
約
寸
ア
ル
デ
ブ
で
あ
る
が
、

」
れ
は
十
世
紀
の
軍
位
に
直
す
と
包
〈
ω

ア
ル
デ
ブ
と
な
る
。

も
し

か
り
に
、
十
世
紀
ご
ろ
で
も
現
代
と
周
じ
生
産
力
が
あ
っ
た
と
す
る



と
、
そ
の
首
時
の
軍
位
で
フ
エ
ナ
ダ

l
ン
嘗
り
包
〈
曲
ア
ル
デ
ブ

の

牧
穫
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

J

む
ろ
ん
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、
牧
量
は

そ
れ
以
下
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
ア
イ
ユ

l
ブ
朝
の
宰
相
思
ロ

宮
曲
目
白
山
仲
間

(
六

O
六
/
一
二

O
九
年
波
〉
お
よ
び
彼
に
擦
っ
た
と

巳

lZ
2巴
N

日
を
参
照
す
る
と
、
小
委
は
地
味
の
差
に
よ

思
わ
れ
る

っ
て

フ
ェ
ッ
ダ

l
ン
首
り
N

か
ら
呂
ア
ル
デ
プ
の
牧
穫
が
あ
る
と

い
う
(
宮
曲
目
B
M
E
N
S
U
H
W
H
E門
戸

5
3。
こ
の
N
O

ア
ル
デ
ブ
と

い
う
数
字
は
、
今
述
べ
た
よ
う
な
殻
備
知
識
が
あ
れ
ば
十
分
納
得
で

き
る
。
も
っ
と
も
、
枚
穫
高
と
し
て
は
ど
う
も
差
が
聞
き
す
ぎ
る
が
、

し
か
し
、

ω
も
し
く
は
N
・
ω
ア
ル
デ
プ
の
税
穀
を
徴
牧
す
る
の
で
あ

卒
均
し
て
ほ
ぼ
ロ
ア
ル
デ
ブ
の
枚
量
が
あ

っ
た
と
推

定

る
か
ら

で
き
よ
う
。

た
だ
こ
れ
ら
の
フ
エ
ッ
ダ

l
ン
や
ア
ル
デ
プ
数
は
公
定
の
ー場
合
に

つ
い
て
述
べ
た
の
で
あ
っ
て
、
巌
密
に
検
討
す
る
に
は
、
こ
の
よ
う

な
年
代
の
差
の
ほ
か
に
地
方
差
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小

萎
の
値
段
に
闘
し
て
は
、
史
書
の
俸
え
る
と
こ
ろ
は
皐
魁
で
騰
貴
し

た
と
き
の
債
格
か
あ
る
い
は
そ
の
逆
で
、

参
考
に
な
る
程
度
で
あ

る
。
し
か
し
パ
ピ
ル
ス
文
書
に
よ
る
と
、

回
暦
三
世
紀
の
小
萎
の
債
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格
は
デ
ィ

l
ナ

l
ル
に
つ
き
H

〈
ω

ア
ル
デ
プ
か
ら
ω
ア
ル
デ
プ
を

こ3 上
Lく岡下

し

" 〉
炉v
Io 
F 
ロ
ド・4

cn 

〈同

N
O
w

〈
H
H
H

♂

〈
口
H

H
ω

一
〉
司
君

〉
司
一何
回
札
口
。
ωゴ
(
二
八
八
年

a
向日加
可

月
十
七
日
)
の
文
書

で
は
、
良
質
の
も
の
で

勺
〉
ア
ル
デ
ブ
、
粗
悪
な
も
の
で
日
¥ω

ア
ル

デ
ブ
が
そ
れ
ぞ
れ
ピ
ア
ィ

l
ナ

l
ル
と
な

っ
て
い
る
。

一
方
、
文
書
記
載
の
フ
A

ッ
ダ
l
ン
嘗
り
の
金
額
は
、
回
暦
三
世

紀
前
中
十
で
は
N
l
N
H¥
N
デ
ィ

l
ナ

l
ル
で
、
後
牢
で
は
ほ
ぼ
℃
¥
N
デ

ィ
I
ナ

l
ル
と
な

っ
て
い
る
。
す
る
と
こ
の
金
額
を
借
地
料
と
取
る

と
、
そ
の
枚
穫
高
に
謝
す
る
割
合
は
か
な
り
低
い
と
み
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

」
れ
は
や
は
り
税
額
そ
の
も
の
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。

- 43一

同

σロ
伺
但
d
q
ρ

巳
所
蚊

〉
ゲ
ロ

一司
凶N
F
ヨ
ハ
〉
σ仏
国
】
恒
同
自
伝

(
回
暦
二
九

二
年
波
)
お
よ
び

丘
一富
田
司

E
に
よ
る
と
、
カ
リ
フ

丘
4

宮内
v
v
g
uロ

(
在
位
一
九
八
l
一
二

八
年
)
ら
の
時
代
に
お
け
る

フ
よ

ツ
ダ

l
ン

賞
り
の
課
税
額
は
N

デ
ィ

l
ナ

l
ル
で
あ
っ
た
と
い
う

H

W

H
8

u

伺
広田仲
H

・
5

0
)
。

こ
れ
は
む
ろ
ん
一
率
に
N

デ
ィ

l
ナ

l
ル
を
課
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
卒
均
値
で
あ
り
、
三
世
紀
前
半

(
恒
曲a

司
心
回
-

の
文
書
の
税
額
と

一
致
す
る
。

ト

ゥ
l
ル

l
ン
時
代
ハ
困
層
二
五
四

ー
二
九
二
年
)
で
は

土
地
を
整
備
し
、
濯
概
工
事
を
盛
ん
に
し
た

た
め
、
盟
作
で
物
債
は
非
常
に
安
く
、
小
委
は

ω
ア
ル
デ
ブ
が
三
ア

ィ
l
ナ

l
ル
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
レ
る

(明
広
三
円

]{ω川
町

U
H
H
U
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E
C。
し
た
が

っ
て
文
書
の
税
額

三
〉
デ
ィ
l
ナ

l
ル
は
そ
れ
以
前

よ
り
低
く
は
な

っ
て

い
る
が
、
農
民
の
貫
際
の
負
措
は
盛
ら
な
か

っ

た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
フ
ァ

l
テ
マ
朝
が
支
配
備
を
確
立
す
る
の
は

回
暦
三
五
八
年
(
九
六
九
)
で
あ
右
が
、
そ
の
翌
年
、
そ
れ
ま
で
フ

L

y

ダ
l
ン
笛
り

ω
〈
同
デ

ィ
l
ナ
l
ル
を
上
下
す
る
額
で
あ
っ
た
税

率
を
吋
デ
ィ

l
ナ

l
ル
に
し
て
徴
税
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
か
ら

(
司
印
若
心

hH-HW53
、
フ
エ

ッ
ダ
l
ン
嘗
り

巳¥問、，，
t
N
H
¥
N

デ
ィ
l

ナ

l
ル
の
金
額
を
借
地
料
と
解
樺
す
る
の
は
、
そ
の
割
合
か
ら
い

っ

て
無
理
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

さ
て
、
こ
う
し
て
文
書
に
表
示
さ
れ
て
い
る
現
金
額
が
税
額
で
あ

っ
た
と
す
る
と
、
買
際
の
借
地
料
は
ど
の
よ
う
に
支
梯
わ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
文
書
の
上
で
こ
れ
を
知
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る

し
か
し
、

回
暦
四
/
十
世
紀
後
牢
の
地
理
撃
者
丘
一
言
ロ

門】同仏門]但回目

は
次
の
よ
う
な
あ
る

エ
ジ
プ
ト
人
の
興
味
深
い
話
を
停
え

て
い
る
。

川
農
民
は
政
府
か
ら
土
地
を
借
り
受
け
て
耕
作
播
種
す
る
。
同
刈

入
れ
と
打
穀
を
終
え
て
穀
物
を
集
め
た
な
ら
ば
、
そ
の
堆
積
を
封

印
す
る。

ωそ
し
て
ま
ず
庫
吏
お
よ
び
政
府
役
人
が
課
税
分
を
徴

政
し

(
]
内

P
H円
〉

つ
い
で
土
地
の
貸
主

が
分
割
し
て
分
前
を
取

り
、
残
り
が
農
民
に
輿
え
ら
れ
る。

判
農
民
の
う
ち
で
、

種
子
を

政
府
か
ら
借
り
る
者
の
場
合
は
、
そ
の
量
に
従

っ
て
貸
主
の
取
得

分
が
増
す
。

こ
れ
は
ア
ッ
パ
ー
ス
朝
後
期
か
ら
フ
ァ

l
テ
マ
朝
に
か
け
て
の
枚
穫

物
の
配
分
方
法
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
に
は
一
部
矛

盾
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
折
中
寸
行
震
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
事
貫

で
、
い
わ
ゆ
る
借
地
料
は
現
物
納
で
納
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
前
に
述
べ
た

ヨ
巳

NUEぶ
契
約
と
相
通
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

四
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上
記
の
よ
う
に
、
貸
借
閥
係
が
地
主
と
小
作
人
の
聞
の

}日
匂
契

約
は
、

-
-
E型
]
C
H
U
〉
契
約
と
は
か
な
り
趣
き
を
異
に
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
を

E
型

E
L〉
契
約
と
名

づ
け
た
い
。

と
こ
ろ
で

こ
の
皿
型
}
日
匂
文
書
に
き
わ
め
て
類
似
し

た
一
群
の
文
書
が
あ
る
(句
何
回
州
司
ロ
。
自

ω
b、吋

H

h

f

g

品

目
u
何
一司一問問

ロe

ゲ

ω
品

r

A
)
。
す
な
わ
ち
耕
作
請
負

(
ρ白
E
F)
文
書
と
も
呼

ぶ
べ
き
も
の
で
、
そ
の
契
約
係
件
は
、
地
積
数
の
無
規
定
を
除
い
て

ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
借
地
希
望
者
は
、
授
権
者
(
自
己
官
ゲ
E
C

が
土
地
の
耕
作
を
そ
の
土
地
の
面
積
数
の
規
定
な
し
に

門
出
曲
げ
M
F

}

白



ハ
耕
作
請
負
)
と
し
て
、
自
分
に
請
負
わ
せ
る
よ
う
請
願
す
る
。
そ

こ
で
一
定
の
篠
件
が
決
め
ら
れ
た
上
で
、

授
権
者
は
こ
の
請
願
を
受

諾
す
る
。

」
の
種
の
契
約
で
は

r
F
同
町
文
書
の
場
合
の
入
貸
す

同
r
b
V
と
い
う
動
詞
の
代
り
に
、

A
ハ
請
負
わ
せ
る

ρ同
σσ
と但…

vと

レ
う
動
詞
が
用
い
ら
れ
る
。
名
詞
の

官
一E
E
そ
の
も
の
は
保
詮
、

す
な
わ
ち
「
請
負
」
を
意
味
す
る
。
文
書
は
や
は
り
貸
主
の
側
か
ら

借
地
人
宛
に
書
か
れ
、
現
金
額
の
明
示
、
栽
培
作
物
の
選
揮
権
、

そ

定の
め土
る地
心の
副地
支租
柄拘 '"  溺廿

同
~"吋
」同i

と q司〈
'-J 

!ミは
抑作
う

物
と
い の

盟
つ

凶
たけ
書 ド
--1'-闘

なF
iよ

く

政
府
の

「
よ
っ
て
紳

の
祝
福
と
加
護
を
も

っ
て
耕
作
せ
よ
」

と
い
う
文
句
と
と
も
に
、

E
型
}
弘
同
町
文
書
の
場
合
と
同
様
で
あ
る。

「
地
積
数
の
無
規
定
に
よ
る
耕
作
請
負
」

そ
し
て
文
書
の
前
後

い
ず
れ
か
の
見
出
し
に

(
A
巳
vm
即日白

σ日日間

B
F印
川
島
白
)
と
記
入
さ
れ
る
。

や
は
り
登
録
謹
書
(
印

ι
E
)
が
作
成
さ
れ
て
首
該
税
務

M
V

一何回
N
]
叩
ロ
。
φ

日

文

書
の
日
附
は
三
二
六
年

」
の
耕
作
請
負
は
つ

い
て
も
、

局
へ
提
出
さ
れ
る
。

内
山
口

-ρ
印
門
仏
印
月
と
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
は
芯
同
月
に
首
た
る
。

録
謹
書
の
提
出
は

r
FH
U
〉
契
約
の
場
合
と
同
じ
時
期
に
な
さ
れ
た
。

税
務
局
で
作
成
さ
れ
る
地
籍
簿
に
は
、
被
登
録
者
の
土
地
が
「
地
積

159 

数
無
規
定
の
耕
作
請
負
地
」
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
も
の
が
あ
る

(
〉
句
何
回
、
ロ
。
目
。
)。

」
の
よ
う
に
耕
作
請
負
と
い

っ
て
も
純
然
た
る
借
地
契
約
で
あ
っ

て

た
だ

}
弘
同
町
契
約
で
は
そ
の
地
積
数
が
規
定
さ
れ
た
の
に
謝

し
、
ρ
白
ゲ
仙
宮
契
約
で
は
そ
れ
が
規
定
さ
れ
な
か

っ
た
だ
け
の
遣
い

で
あ
る
。
普
通
に
は

こ
の
}
号
匂

契
約
を

日
広
忠
白
(
地
積
規
定
)

上
エ
ジ
プ
ト
の
あ
る

と
も
帯
し
て
お
り

(
伺
担
当
ρ
乞

H
W

ロ斗
)、

徴
税
直
の
租
税
領
牧
概
算
書
に
は

人
頭
税

(rsr)、
牧
場一
枕
(
自
陣
岡
山
ぷ
〉
な
ど
の
項
目
が
み
ら
れ
いれ。

目
白
川
町

y
p
門同但
σu-叫
ゲ

も

っ
と
も
、
ど
の
よ
う
な
土
地
に

r片
的
契
約
が
適
用
さ
れ
、
ど
の
よ

-45-

う
な
場
合
に
官

E
E
契
約
が
採
用
さ
れ
た
か
は
資
料
不
足
の
た
め

不
明
で
あ
る
。
護
見
さ
れ
て
い
る
限
り
で
は

門官

E
E
契
約
文
書

は
少
な
く
、

そ
れ
も
後
期
に
偏
在
し
て
い
る。

回
暦
二
七
三
年
ご
ろ

の
あ
る
税
務
簿
の
断

片

に

宮

E
E
の
欄
が
み
え
る
が
、

年
代
と
し

て
は
こ
れ
が
も
っ
と
も
古
い

(〉
句
何
回
[
口
。
ミ
乙
。

こ
れ
ら
の

}同町山
v

文
書
お
よ
び

ρ目

E
V
文
書
の
雨
者
む
通
じ

登

て
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
「
地
租

Q
白
乱
陀
〉
を
支
梯
う
」
と
い
う
規
定

エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
土
地
税
は
、

現
代
に
至
る
ま
で
土
地

で
あ
る
。

そ
の
も
の
の
評
債
を
基
準
に
し
た
徹
底
し
た
属
地
主
義
に
よ
っ
て
徴

税
さ
れ
る
。

一
定
の
土
地
か
ら
一
定
の
税
額
さ
え
得
ら
れ
れ
ば
、
政
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府
に
と

っ
て
は
、
そ
の
地
租
の
納
税
者
が
地
主
で
あ
ろ
う
が
小
作
人

で
あ
ろ
う
が
構
わ
な
い
の
で
あ
る
。
前
に
引
用
し
た
法
意
見
が
、
こ

の
よ
う
な
政
府
の
立
場
を
反
映
し
て
レ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ

た。

た
だ
質
際
に
徴
税
す
る
に
首
た

っ
て
、
誰
か
ら
そ
の
地
租
を
徴
牧
す

る
か
を
明
確
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
モ
れ
で
、
地
主
が
地
租

を
小
作
人
に
肩
代
り
さ
せ
た
い
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
税
務
局
に
申

そ
れ
が

「
登
銑
謹
書
」
と
な
っ
て
現

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

し
た
が
っ
て

現
存
の
文
書
の
数
も
多
い
わ
け
で
あ
る。

に、

地
租
の
支
抑
の
義
務
の
な
い
こ
と
を
規
定
し
た
、
い
い
か
え
れ

わ
れ
、

ば
借
地
行
震
に
つ
い
て
は
政
府
の
タ
ソ

チ
し
な
い

自
己
N
凶

E
ぽ

(
分

盆
小
作
)
契
約
の
よ
う
な
文
書
は
首
然
少
な
い
。

と
こ
ろ
で

E
型

E
円
匂
文
書
の
う
ち
で
、
納
税
請
負
人

(E
C
g
-

官
ゲ
ゲ
己
〉
が
貸
主
と
な
っ
て
登
場
す
る
の
が
あ
る
が

(〉
H
M

何
回
、
口
。

芯
〉
、
こ
の
契
約
の
地
積
数
は
包
フ

ェ
ッ
ダ
l
ン
で
か
な
り
慶
く
、

そ
の
税
額
は
フ

ェ
ッ
ダ
l
ン
嘗
り
〈

N+ぐ
ω

デ

ィ
l
ナ

l
ル
、
計

回

し
か
も
借
地
人
は
こ
の
納
税
請
負

い
ず

デ
ィ

l
ナ

l
ル
で
か
な
り
安
い
。

人
と
同
じ
く
、
カ
リ

フ
の

旨
担
当
鼠

の
肩
書
を
持

っ
て
お
り
、

れ
は
こ
の
土
地
を
下
請
に
出
し
て
耕
作
さ
せ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
納
税
請
負
下
請
文
書
の

〉
司
何
回
し
ロ
。
密
¥
∞
叶
や
同
じ
く

ロ
。

エ
切

に
よ
る
と
、
納
税
請
負
下
請
人
は
耕
作
播
種
、
納
税
な
と
税
務

局
で
定
め
ら
れ
た
諸
篠
件
に
つ
い
て
の
全
責
任
を
負
う
が
、
も
し
希

望
者
が
あ
れ
ば、

」
の
土
地
を
さ
ら
に
又
貸
し
て
耕
作
さ
そ
て
も
よ

レ
と
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
際
に
は
、
そ
の
旨
が
税
務
局
に
登
録
さ
れ

る
。
こ
こ
に
中
間
的
請
負
人
と
小
作
人
と
の
聞
の
借
地
関
係
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
間
者
が
増
え
れ
ば
そ
れ
だ
け

小
作
人
の
取
得
分
が
少
な
く
な
る
こ
と
は
首
然
で
、
ま
た
貸
主
側
か

逆

ら
の
契
約
係
件
無
視
の
危
険
性
も
精
し
た
と
み
な
さ
れ
る

(
ロ
『

・

内
判
広
陪
門

H
，〈

w
ω
∞〉

c

-46-

以
上
の
よ
う
に
、
借
地
契
約
と
し

っ
て
も
種
々
の
タ
イ
プ
が
存
在

し
て
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
タ
イ
プ
が
も
っ

と
も
よ
く
行
な
わ
れ
た
か
と
い
う
貼
に

つ
レ
て
は
、
現
存
の
文
書
か

ら
断
定
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る。

し
か
し

r
F
H
匂

契
約
に
し
ろ

ρ回目
u

凶]但

契
約
に
し
ろ
、

い
ず
れ
も
税
制
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る

こ
と
は
事
質
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
契
約
文
書
は
箪
に
土
地
の
貸
借

契
約
の
蹴
態
を
俸
え
て
レ
る
ば
か
り
で
な
く
、
税
制
史
に
闘
す
る
貴

重
な
資
料
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る。
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